
経済社会情勢等の変化

事業採択時１９９７（Ｈ９）年

・事業規模 約３． ６ｈａ
・総事業費 １９４億円（当初概算）

・事業完了 ２００８年（平成２０年度）
・人 口 ２６０．２万人

・公園数 ８６７ ヵ所

・１人あたり都市公園面積
３．２７ ㎡／人

・市の公園事業費 ３０４億円

事業採択した平成9年度に比べ、本市の公園事業費は大幅に減少しているが、一般の市民に供している
区域では大勢の人々に利用されており、残る拡張地の早期整備完了が待たれている。

現在２０１１（Ｈ２３）年

・事業規模 約３．７ｈａ
・総事業費 １８９億円

・事業完了 ２０１３年（平成２５年度）
・人 口 ２６６．５万人

・公園数 ９８１ ヵ所

・１人あたり都市公園面積
３．５２ ㎡／人

・市の公園事業費 ３５億円
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文化施策推進事業費

集客観光事業費

スポーツ施設整備事業費

緑化推進事業費

公園事業費

３６％
削減

なにわルネッサンス２０１１における本事業の位置づけ

なにわルネッサンス2011では、「今後５年間の事業を厳選するための全庁的な検討体制を構
築し、平成２７年度までを目処に、事業の選択と集中を進めながら、おおむね平成２２年度の
公共事業費の水準以下で、公共事業の実施を図っていく」としている。

平成２３年度については、２２年度に比べ用地取得費等で公共事業費は増加しているが、平
成１７年度からは▲３６％削減している。本市の財政状況は非常に厳しい状況ではあるが、今
後も公園事業費を確保できるよう努めていく。
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津守中央公園事業の進捗状況、今後の見込み

（事業完了予定）

※整備面積ベース進捗率は・・
整備済面積／総事業面積

※事業費ベース進捗率は・・
執行済事業費／総事業費

（億円）

（％）
事業の推移

残事業の内容

・公園整備 ０．１６ha

事業が遅延した原因とその状況

・当初の事業計画区域については、予定通り施設整備を行い、
一般の利用に供している。
・平成16年度に都市計画変更して拡張した区域を主として、
現在事業を進めている。

今後のスケジュール

・平成２５年度 施設整備、事業完了

対応と解消の目処及びその根拠

・今後の残事業は残り未整備区域の公園整備であり、平成
２５年度に事業完了できる見通しである。

整備面積ベース進捗率（％）

事業費ベース進捗率（％）

現在

９５.７

９９.７
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事業が遅れることによる影響

事業が遅延することで発生が予想される課題

（事業者の視点）
・市民へのサービスとして、緑豊かなオープンスペース
や地域の活動や協働の取組を推進できる場が提供
できない。

（利用者の視点）
・早期に緑豊かなオープンスペースや地域の活動、協
働の取組を推進できる場としての利用ができない。

課題への対応

・関係先との綿密な調整を図り、円滑な事業進捗を図る。

事業が遅延する理由（財政面以外）

・特に大きな遅延要因はなし
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